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～手術支援ロボット「ダヴィンチ」を用いた
 前立腺癌手術における工夫について～

英語論文報告

医学雑誌掲載報告
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　イギリスBioMed Central社の発刊する雑誌
「BMC Urology」に、当院で行っているダヴィン
チ手術の工夫が掲載されました。
　BioMed Central社は、世界で最初に設立され
たオープンアクセス専門の出版社であり、250
以上の生物医学研究雑誌を刊行しています。
オープンアクセスというのは、質の良い学術論
文を学問の発展のために無料で閲覧可能にす
ること、を指します。
　今回、私たちの「ダヴィンチ手術の工夫」に関
する英語論文が掲載された理由は、主に2つあ
ると考えています。
　１つめは、手術の工夫にオリジナリティーが
あったことです。世界中でまだ誰も報告してい
ないような工夫を複数行ったことが評価され
たのだと思います。
　２つめは、私たちの行った工夫とその結果を
きちんと評価・解析したことです。論文のタイ

トルにもありますが「propensity-score（傾向ス
コア）」のぴったり合った患者さん同士で、手術
結果を解析しました。傾向スコアを合わせたと
いうのは、比べたい患者さん同士の年齢・性別・
体格・血液検査データ・前立腺がんの悪性度と
ステージ・手術の既往・経過観察の期間、のすべ
てのデータをマッチさせた、ということです。
マッチさせることにより、結果を正当に評価す
ることができました。
　結局、私たちの工夫により、従来の一般的な
ダヴィンチ手術
よりもメリット
があることを証
明できました。
　しかし残念な
がら、まだ患者さ
ん全員によい結
果を提供できる
ところまでは達
していません。す
べての患者さん
に満足していた
だける治療法を
目指して、今後も
努力してまいり
ます。

～シリーズ：こんなときどうする？（泌尿器編）～

　医学雑誌「小児外科」の特集「こんなときどう
する？（泌尿器編）」の一部を執筆させていただ
きました。
　今回、「埋没陰茎」についての解説を担当しま
した。全国のエキスパート達が読者であるため、
私自身の知識だけでは至らない点もあるだろう
と考えました。そこで母校の名古屋市立大学医
学部、小児泌尿器科学分野の林祐太郎教授に最

新の知見について教えていただきました。ちな
みに、小児泌尿器科学分野は、全国の大学医学部
の中で唯一、名古屋市立大学にのみ存在します。
　その全国トップレベルの先生との連携を、ぜ
ひ当院の患者さん
の治療に生かすこ
とができれば、と思
います。もし、子供
さんの腎臓、膀胱、
おちんちんなどで
何かお困りごとが
ありましたら、泌尿
器科外来へご相談
ください。
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